
第73号 2022年１ 発 

-１-

◆発　行◆
医療と福祉を考える

長崎懇談会

◆連絡先◆
長崎市恵美須町２-３
長崎県保険医協会
ＴＥＬ095-825-3829
ＦＡＸ095-825-3893

主な記事

「 えない貧困」「構造的な貧困」
根本的な解決に向けて、私たちが
今、できることは何か
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 医療と福祉を考える 崎懇談会の第31回定期総会が
2021年11 25 にオンライン形式にて開催されました。
今回は記念講演として、県内のひとり親家庭の現状と 
援について、 般社団法 ひとり親家庭福祉会ながさき
事務局 の 本倫 さんが講演し、36名が視聴しました。
その講演の概要をご紹介します。

第31回定期総会記念講演

講師の山本倫子氏

改訂版

医療と福祉のてびき
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参加者からの感想（抜粋）
・食事の問題、進学の問題、社会的

孤立や選択肢の狭さからあきらめ

ていることなど問題が多岐に渡り

貧困への支援は一方向からだけで

は足りないと強く感じました。

・必要な家庭に必要な支援が行き渡

るよう、私たちも学んだり、子ど

もたちが出すサインをしっかり受

け止めたいです。

・胸がしめつけられる思いです。独

自に活動を行っていらっしゃるか

らこそ、柔軟で多方面とも連携し

た支援に繋がっており、本当に大

事な活動だと思いました。

・「見かけではわからない」からコ

ロナに炙り出されるように「助け

て」と言わざるを得ない状況、こ

れから本当に大切な時期に入るこ

とを実感致しました。

・真の支援の在り方を考えさせられ

ました。

・今日の講演の内容を教員の夫に話

をしたら興味深く話を聞いてくれ

ました。困難な状況のお子さんが

いたら、山本さんの活動を知らせ

て欲しいと伝えました。

・活動に共感し、行動を起こさなく

てはと思いました。

・貧困が元で子どもたちに起きてい

る日常生活の問題、長崎でも事件

やトラブルがあっている事を実感

しました。歯科医師として出来る

ことを考えたいと思います。

・今まで現状をどれだけ知らなかった

かという事に気付かされました。

・ひとり親家庭に対する自身の誤解、

偏見、差別意識を気づかされる機会

になり、反省させられました。

・貧困の連鎖の怖さを感じました。

認知症傾向の高齢の両親と住む、

半引きこもりの青年の支援に関

わったことがありましたが、ご両

親だけを見ていると、家庭でのゴ

ミ屋敷の悲惨さはなかなか見えて

こず、本人も自覚がないので、支

援の必要性を感じていないようで

した。本人が支援の必要性を感じ

ない、支援の可能性を知らないこ

とが問題だと感じます。

・民生委員児童委員活動に繋がるお

話で勉強になりました。
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会員紹介
一般社団法人是真会

長崎リハビリテーション病院

会員紹介 ＮＰＯ法人らいぶながさき

　当院は長崎の中心市街地に位置する、病床数143

床の回復期リハビリテーション専門病院です。

2008年2月に、長崎では初めて単独型のリハビリ

テーション専門病院として開設しました。2021年

の入院患者数は588名で、うち脳血管疾患76.8％、

運動器疾患19.4％、廃用症候群2.6％、その他

1.2％でした。ほとんどの入院患者さんは長崎大学

病院、長崎みなとメディカルセンター、済生会長

崎病院、日本赤十字社長崎原爆病院、十善会病院

等の急性期病院からの紹介です。稼働率は

97.2％、在宅復帰率は97.9％平均在院日数は85.5

日でした。紹介元病院を転院可能となった日から

当院転院となるまでの日数は3.6日であり、できる限

り早期に患者さんを受け入れるよう努めています。

　当法人の理念は『地域リハビリテーションの実

現』です。すなわち、障害のある子どもや成人・

高齢者とその家族の人としての尊厳を守り、住み

慣れたところで安心して、その人らしく、生き生

きと生活していけるように質の高いリハビリテー

ションを提供することです。この理念の実現に向

けて医師、歯科医師、看護師、薬剤師、介護福祉

士、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、管理

栄養士、社会

福祉士、放射

線 ・ 検 査 技

師、歯科衛生

士、事務職員

等の多職種協

働で「チーム

医療」を実践

しています。

また、「地域医療連携」を重視し急性期病院のみ

ならず、療養型病院や介護・福祉施設との強固な

連携も図っています。そして地域医療における

「機能分化と役割分担」を推進していきたいと思

います。私達はこれまでに築き上げたものを大切

にしながら、これからは「愛と調和に満ちた未来」

を創造していく所存です。患者さんとご家族、職

員と家族、そして地域社会のために、患者さんの

「生活を支える医療」を目指し、職員一丸となっ

て、精一杯努力して参ります。今後ともご指導、

ご協力、ご支援の程、宜しくお願い申し上げま

す。

（長崎リハビリテーション病院院長 鬼塚伸也）

より良く生きていくために、味方でありたい

　NPO法人らいぶながさきは2005年に発足した特定

非営利活動法人です。広く市民に対して、特に終

末期における人の生活をささえるための医療、教

育、ケアの向上を目ざす事業を行い、市民一人ひ

とりの死生観、価値観を尊重する社会福祉の増進

に寄与することを目的として設立しました。長与

町にふらっと・ほすぴす希望のひかり（高田郷

2 2 0 2 - 1）、時津町に地域カフェとき（浦郷

428-13）の２つの施設を有し、講座・イベントを

開催しています。

　設立当初の活動は、終末期ケア・緩和ケアにつ

いて在宅医療に携わる専門職や市民を交えた勉強

会を主に行ってきました。その後「より良く生き

るために」をテーマに、医療・介護・生活に関わ

る事業へと活動を広げています。アドバンス・ケ

ア・プランニング（ACP）を市民に啓蒙する講座、

在宅医療に携わる専門職のスキルアップ講座、介

護食にも応用できる栄養学を交えた料理講座、地

域の高齢者が交流しながら様々な情報を学べる

場、遺族会などを定期的に開催してきました。

　現在は、新型コロナウイルス感染症により講

座・イベントの

多くを開催中止

しており、ひと

り親家庭支援の

食料品提供会事

業を行っていま

す。コロナ禍に

より家計が苦し

くなったひとり

親家庭（児童扶養手当を取得している世帯、また

は行政と連携して生活に困窮している子育て世

帯）に食料品や衣服・家電・日用品などをお渡し

しています。事業に賛同してくださる企業・団体

が増え、個人からも併せて多くの寄付品をいただ

き軌道に乗って参りました。

　また、新事業として病気や介護、在宅緩和ケア

の疑問や悩みに寄り添うYORISOI相談室をはじめて

います。事前に聞きたい、困っているという時に

どなたでも相談でき、在宅緩和ケアに20年携わっ

てきた当法人理事長が相談に応じています。

　今後もNPO法人らいぶながさきは「より良く生き

る」社会の実現を目指して活動していきます。

長崎県西彼杵郡長与町高田郷2202-1
℡：  095-801-6670
mail： kibounohikari@hhp-nakao.jp

長崎県長崎市銀屋町4 11
℡：  095-818-2002



第73号 2022年１ 発 

-６-

(
)   

「長崎びわ酢」製造作業

事務局連絡先：

〒852-8144 長崎市女の都3丁目9-3

営業時間  9:00～17:３0

サービス提供時間  9:３0～1６:３0

定休日     日曜日（基本）

電　話　  095-800-7032

https://www.biwasu.net/

ステンドグラス作成の様子

丁寧な指導でサポート


